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【パ ネ ル 討 論 1 】

「地域再生におけるソーシャル・キャピタルの役割」

山　内　直　人

　皆さま，こんにちは。ご
紹介いただきました大阪大
学の山内です。午後の部で，
みんなお昼に行ってしまい
戻ってこないのではないか
と心配していたのですが，
たくさんの方に戻ってきて
いただきましてありがとう

ございます。

　わたしは，地域の問題，地域の発展や再生を考
えるときに，非常に重要な要素だと言われている
ソーシャル・キャピタルというものについてお話
をしたいと思います。

　ソーシャル・キャピタルとは何か。日本語では
よく社会関係資本とかというように言われます
が，人と人とのつながりの有り様を資産に見立て
た概念のことです。このスライドにありますよう
に，3つくらいの要素から成り立っているとよく
言われます。

　1つは信頼，人と人とが信頼しあっているかど
うかです。もう1つはネットワーク，人脈，どの
ような人とかかわり合っているかです。3番目が，
助け合いの慣行，互酬規範が成立しているかどう
かです。そのような3つの要素を備えたような社
会というのは，人々の協力関係を促進して社会を
円滑に機能させるような潤滑油というか，触媒の
ような役割を果たすのではないかと考えられてい
ます。これは目に見えないものなので，例えば同

じくらいの人口規模の地域でも，あるところは発
展して，あるところは発展しないということがあ
る。例えば円高のような危機が訪れたときにある
ところは乗り切れるけれども，別のところは乗り
切れない。表面上は労働者の数や産業構造という
のは変わらないように見えるのだけれども，なぜ
か違いがでる。それを突き詰めていくと，このよ
うなソーシャル・キャピタルのようなものが背後
にあるのではないかと考えられています。これは
地域に限らず企業についても言えるし，あるいは
国と国との関係についても言えるかもしれないの
ですが，きょうは地域やコミュニティの例を使っ
てお話をしたいと思います。（資料1）

　簡単にご説明したいと思います。1つは信頼で
す。信頼というのは，自分と特定の関係にない，
まったくの第三者との間にどのような信頼関係が
成立するか，あるいは他人にだまされないという

資料1
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確信があるかどうかというようなことです。信頼
というのも目に見えない概念なので，信頼を数値
で表すために，あなたは一般的に他人を信頼する
ことができますか，それとも用心するに越したこ
とはないと思いますかというような質問に対す
る，YESと答える人の割合のようなもので見るこ
とが多いと思います。いろいろな社会調査で，英
語でも日本語でも，このような同じような質問を
発して，どのくらいの人がYESと答えるかという
ので，国別の比較をしたり，地域別の比較をした
りします。

　わたしはきのうまで1週間インドで過ごしてい
ました。インドに行くと，近寄って来る人は自分
を騙そうとしているというふうに思ったほうがい
いというように行く前に言われていました。ター
ジマハールなどの観光地に行くと，写真を撮って
あげましょうと言って近寄って来る人がいるので
すが，多くはお金目当てなのです。日本ではまっ
たくありえないような事がインドではありえるの
で，信頼のある社会かどうかというのは，かなり
地域別に違うのだということを実感して帰ってま
いりました。（資料2）

　信頼がないと，どういうことが起こるか。安心
して経済取引を始めようというときも始められな
いのです。例えば自分は，アイデアはあるけれど
も資金がないとします。その資金を持っている人
との間で交渉して，お金を出してくれるのであれ
ば，自分のノウハウを提供する，そのような取引
をしたいと思ったとします。例えばベンチャーを
やる場合にでも，ビジネスモデルを持っている人
と資金を提供してくれる人の間の信頼がなく，自
分がアイデアをしゃべった途端にとられてしまう
かもしれないような社会では，取引が成立しない。
あるいは，例え紛争になったとしても，信頼関係
があると早期に解決できるというようなメリット
があるというように思います。ですから信頼とい
うのは非常に大事で，コミュニティにしても企業
にしても，それがあると経済学でいうところの取
引コストを安くあげることができるということだ

と思います。（資料3）

　2番目は，互酬性の規範です。互酬というのは
非常に難しい学術用語ですけれども，相互扶助の
関係というのか，おたがいさま，あるいはギヴア
ンドテイクの関係が成立しているということで
す。ですから，これも信頼の話とまったく別次元
の話ではなくて，信頼があるからこそ，そのよう
な相互扶助が成り立つわけです。伝統的な農村社
会などでは，冠婚葬祭の時に手伝いに行くとか，
田植えや収穫のときの助け合い，あるいはゆいや
講，無尽などというような相互扶助の仕組みが昔
は普通にあったわけですけれども，今はだんだん
伝統的な習慣というのは無くなっています。しか
し，互酬関係が成立しているかどうかというのは，

資料3

資料2
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ソーシャル・キャピタルの1つの要素としては重
要だと考えられています。（資料4）

　それからネットワークです。人と人とのつなが
り，絆，人脈ということです。これも単に友達の
数が多いとかではなくて，異なるグループの間の
橋渡しの役割を果たしているかというようなこと
が割と重要なのではないかと言われています。例
えば，行政と産業をつなぐ人，それから文系と理
系の間をつなぐ人，あるいは住民と自治体の間を
取り持つ人。そのような橋渡しをできるキーパー
ソンが重要な役割を果たすと考えられています。
以上，3つのようなことがソーシャル・キャピタ
ルを考える時に重要な要素だというのは頭に入れ

資料4

資料5

ておいていただければと思います。（資料5）

　ソーシャル・キャピタルが豊かなコミュニティ
というのは，したがって住民同士の交流や付き合
いが非常に濃密である。あるいは相互扶助，助け
合いの習慣が定着している。住民間の信頼関係が
構築されている。交流あるいは互酬，信頼という
3つの要素というのが独立しているのではなくて，
お互いに高めあうような形になっているというこ
とです。多くの住民が地域の問題を自分たち自身
で解決して，より良い地域にしようというように
自発的に考えて日々努力しているようなコミュニ
ティであると考えていただければと思います。

　もしそういうのがなければ，その地域が住みに
くいと思えば，みんな逃げ出してしまうわけです。
そうではなくて何か問題が起こったときにも，自
分たちで解決策を見出して，あるいは場合によっ
ては行政や産業，あるいは別の地域から助っ人を
呼んできて解決しようというように努力をする。
そのような地域が，ソーシャル・キャピタルの豊
かな地域といえると考えられます。（資料6）

　ソーシャル・キャピタルの効果にはいろいろな
ものがあります。一番分かりやすい例として，犯
罪の例がよく使われます。近所付き合いが非常に
濃密だと，よそ者が入ってきても気付きやすい。
あるいはよく犯罪社会学で「割窓理論」というよ

資料6
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うに言われますが，落書きや割れた窓を放置して
いるような地域は犯罪の温床になりやすい。ソー
シャル・キャピタルが豊かだとそのようなものを
未然に防ぐようなことを住民自らやろうとする
し，普段からの付き合いがあれば，誰がよそ者か
というのもすぐに分かる。それがひいては行政コ
ストを引き下げることにもつながるということで
す。（資料7）

　それから，経済や産業に関しては先ほど申し上
げました。実際のデータでもソーシャル・キャピ
タルの高い地域は新規開業率が高かったり，失業
率が低かったりするということが示されていま
す。ソーシャル・キャピタルが豊かな社会では健
康度が高い，長寿である，あるいはその地域の幸
福度が高いというようなことが言われていまし
て，この辺りはいわゆる公衆衛生の分野では最近
非常に実証的な研究が進んでいる分野でありま
す。（資料8，9）

　ここで，事例をご紹介したいと思います。今回
の東日本の震災の被災地の南端のほう，福島県の
いわき市というのがあります。ここは『フラガー
ル』という映画で非常に有名になった所です。昔
は炭鉱町で，炭鉱がいずれ行き詰まるということ
で，炭鉱をやっておられた中村さんという方が，
エネルギー革命が進み炭鉱が斜陽化したあと，ど
のようにして地域再生をするかということをかな
り早い時期から考えていた。それで，彼は，炭鉱
からわき出す非常に豊かなお湯を使って温泉リ
ゾートを作れないかということを考え出したのだ
そうです。

　わたしはこの間も行ってきたのですが，震災の
あとでも非常ににぎわっているのです。地元でフ
ラダンサーを養成する，それから地元の元から
あった旅館など，そのようなところとも共存して
いくというようなスタンスでもう何十年もやって
いるわけです。企業としても経営陣と従業員との
間の信頼関係が非常に良い。もともと鉱山会社と
いうのはそういうところだったと思うのです。本

資料7

資料9
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社も東京ではなくていわき市に置いて，今で言う
ところの地域CSRのさきがけだというように思い
ます。（資料10 〜 14）

　東日本大震災の時にメインのプールの底に穴が
空いて，営業を何カ月間か停止しなければいけま
せんでした。半年後の10月に部分開業して，今年
の2月には前面再開にこぎつけています。わたし
は9月に1度行ったのですけれども，大変多くのお
客さんが入っていて，そのホテルに泊まろうと
思ってサイトを見たら，もうかなり先まで予約で
埋まっているというような状況でした。風評被害
もたくさんあったと思うのですけれども，それを
乗り越えて頑張っている事例です。ですから探鉱
が閉山になったこと，それから今回の震災という

資料10

資料11

資料12

資料13

資料14
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2回の危機を乗り切ることができた。それは先ほ
ど言ったようなソーシャル・キャピタルの要素が
整っていたからではないかと考えています。（資
料15）

　もう1つ，富良野の例をご紹介したいと思いま
す。ここは倉本聰氏が長い期間住んでいて，彼の
力で地元の若い人を役者に育てるような，あるい
は東京から若い役者を呼んできて公演をするとい
うようなことをずっとやってきています。「ふら
の演劇工房」という日本で最初のNPO法人を設
立し，芝居小屋を建てました。座席数は300とい
うことなので，この会場と多分同じくらいの感じ
の小規模な芝居小屋を建てたのです。大変雪深い
所で，札幌からも非常に遠いのですが，ある程度
採算ラインに乗るような稼働率を維持していると
いうことで，これは人的な幸運に恵まれたという
こともあるのですけれども，やはりソーシャル・
キャピタルが豊かな地域だからこそできたのでは
ないかと考えています。（資料16 〜 18）

　それからもう1つは震災の事例で，これはよく
NHKなんかでも取り上げられるのでご存知かと
思うのですが，「釜石の奇跡」です。これは釜石
の湾岸にある中学校の生徒が津波のあと，機転を
利かせて隣接する小学校の児童を引率して高台ま
で避難し，被害を最小限に食い止めたという事例
です。数年前から群馬大学の先生に指導を仰いで

資料15

資料18
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防災教育に取り組んでいて，日ごろから大津波を
想定したような避難訓練をしていたことの成果で
す。釜石の奇跡とは言われているが，それは実際
は奇跡ではなくて，ソーシャル・キャピタルの豊
かな土地柄で，日頃のしっかりした訓練の成果が
表れただということです。（資料19）

　ソーシャル・キャピタルはそういう意味で，防
災や震災復興にも非常に重要な役割を果たしてい
ます。阪神淡路大震災のときにも，あのときは建
物が倒壊して被害を受けたケースが多かったので
すけれども，助かった人の多くは隣人に助け出さ
れたというように言われています。そういう時は，
消防などが来るのを待っている間にも人が亡くな
るわけですから，コミュニティの中の共助という
のが非常に重要だということが言えると思いま
す。（資料20）

　それから，仮設住宅の建て方についても，住宅
のレイアウトの仕方，たとえばコミュニティス
ペースを作るかどうかというのが，そのあとのク
オリティオブライフに非常に大きな影響を与えて
いるということが，阪神のときの経験で分かって
きました。例えば何十軒かに1軒，住民が集まれ
るスペースを作るとか，あるいは玄関を向き合わ
せに建てるとか，そういうソーシャル・キャピタ
ルを育むような工夫が重要だということが分かっ
てきて，東日本大震災でもその経験を生かして仮
設住宅を建設したところがあります。仮設住宅に
移るときもその地域のソーシャル・キャピタルを
できるだけ維持するような形で移るということが
非常に大事なのだと言われています。（資料
21,22）

　まとめると，まちづくりあるいは地域再生に必
要なものというのは，都市の規模や人口集積など
ではなくて，やはり人が重要なのではないかと考
えています。キーパーソンがリーダーシップを
とって，住民の間をまとめて，あるいは行政との
間の橋渡しをしてということがまちづくりに大事
である。お金はあるに越したことはないのですけ

資料19

資料20

れども，やはり今までわたしが見てきた例から言
うと，お金よりも人が大事で，それは必ずしも地
元の人である必要はなくて，外から呼んできた人
でもいい。いわきの中村さんにしても富良野の倉
本さんにしても，もともとその土地の人ではない
わけですから，いなければ外から呼んでくること
ができるということだと思います。（資料23）

　地域の問題解決力というのは，地域で何か問題
が起こったときにそれを解決する力です。スライ
ドにありますように，危機・問題の発生に気づき，
コミュニティでそれを共有して，リーダーシップ
を発揮する人のもとで住民，企業，行政など異な
る主体が協力し，解決のためのアイデアを出して
実行した後，さらにその施策を評価し見直すとい
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資料23

う，このPlan, Do, Seeの流れをうまく回していく
ことができるかどうかということが，コミュニ
ティの問題解決にとって非常に重要だと言えると
思います。（資料24,25）

　言いたかったことを要約すると，まず地域特性
を知ることが大事で，そのためには地域の「カル
テ」のようなものを作成することです。人間ドッ
クのカルテのようなものを作成して地域の再生戦
略を考える。それから，キーパーソンの存在が大
事です。社会企業家を育てて，個性的なアイデア
を持ち寄って実行に移すことができるということ
が大事なのではないでしょうか。したがって，ソー
シャル・キャピルを育成できるように住民間，あ

資料24

るいは行政や企業との信頼関係を育て，あるいは
ネットワークや人脈を広げるような努力を日ごろ
からするということが重要なのではないかと思い
ます。非常に時間管理が厳しいのであまり脱線も
できませんでしたが，とりあえずわたしの話はこ
れで終わらせていただきます。どうもご清聴あり
がとうございました。（資料26〜 30）

（やまうち・なおと　大阪大学教授）
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